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 次に protein@RIG を様々な分子量、等電点を有するタンパク質を用いて調製し、その材料特性を評





 最後に IL-12を RIGに内包し(IL-12@RIG)、がん免疫療法への応用を目指した。担がんマウスの腫瘍
近傍に皮下投与した時、IL-12@RIG は IL-12 単独投与と比較して著しい腫瘍成長抑制効果を有するこ
とが明らかとなった。また、IL-12@RIGは IL-12が引き金となって発生する ROSによって引き起こさ
れると考えられる白血球の減少や肝臓の TNF-αレベルの上昇を有意に抑制できることが確認された。 
 以上より、開発した protein@RIG は薬物による有害事象を軽減しつつ高い治療効果を提供可能な、
タンパク質の持続的な放出のためのプラットフォームテクノロジーとして非常に期待できる。 
 










 平成 28年 2月 12日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
